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南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　３月　１日　（月）
司会者　小笠原　香織　記録　藤原　百合子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· Ｂユニットについたスタッフへ。汚染寝具は袋に入れたまま置かず、きちんと洗濯場に出してください。毎日環境整備をしましょう。

· 2月分のプログラムの打ち込み入力漏れあります。病棟宛てのメールを見て確認・入力してください.

· 医療廃棄（感染・非感染）の分別を徹底しましょう。

· プログラムの患者様評価まだの方は提出お願いします。

· カルテチェック（１２月分）は見直しチェックを終えてから外すようにしてください。

· 年度末に向けて、担当業務の整理、スタッフファイルの中身の処理、現在挟んである分のカルテチェックなど行って下さい。

· 担当業務報告がまだの方は早急に行なってください。

· 期末サマリーの作成をしてください。（３月１５日まで）

· 家族への病状説明について。主治医との情報交換を密にし、主治医とのコミュニケーションに支障が出ないようにしてください。

患者様の身体症状が、少しでも改善される最善の方法（転院など）について、積極的に御家族と面談を行っていきましょう。

（久慈脩様については、以前、病状説明と今後の治療方針の確認をした際には、当院で最期まで治療をすることで家族と話し合いが付いています。今回の肺炎悪化についてもスタッフからご家族へ情報提供しています。ご家族へ病状説明をする際には、主治医へも情報提供をしていくようにしましょう。）

また、主治医が不在時は基本的には日当直・在院している医師へ情報提供していくこととなっていますので、今後もそのように行なって行きましょう。（主治医から、病状提供・指示受けをするように指示がある場合はこの限りではありません。）

＜週間連絡＞

３月３日　田名部先生診察・皮膚科診察

３月４日　佐々木栄子様　エコー・内視鏡検査

３月５日　院内歯科

＜患者様連絡事項＞

· 中村　清枝様～業者洗濯希望あり。用紙に記入してもらっています。次回面会のさい

には印鑑を捺印してもらってください。捺印後は、1部コピーし、原本

は医事、コピーはカルテへ挟んでください。

· 玉井　クニ子様～立位不安定見られています。（トイレなど）転倒リスク高いです。気

をつけて介助してください。（過去にも転倒が何度もあります。）

· 宮下　フミ様～家族から連絡あり。介護度は「要介護２」です。

　　　　　　　　 受け持ちスタッフは担当ケアマネとの連携を取り、３月中の退院を目

指して在宅サービスなどの検討に入ってください。

· 長根　矢一様～昨日から発熱・嘔吐あり。

　　　　　　　　本日は発熱なく、朝のみ食事・服薬止め。発熱なく、経管栄養でのムセ

ないため、食事・服薬は再開しています。

今後もバイタルサイン・咳嗽・呼吸状態の観察をし、身体管理をして行

きましょう。

　　

· 久慈　脩様～本日で排便４日未確認。触診するも便に届かず。主治医へ報告し、

　　　　　　　　DIV　プロスタルモン１Ａ本日から追加処方となっています。

　　　　　　　　今後も肺炎症状の観察と供に、腹部状態の観察をして行きましょう。

· 佐々木　みね様～本日ハロマンス（５０）１Ａ　（右）施行しています。

　　　　　　　　次回は３月２９日予定です。

· 吉田　寿雄様～低血糖時の予測指示が継続で２週間分指示出ています。

· 岩澤　薫様～長生園への入所申し込みについては、対象外？のため申し込みを断られたとの事です。ＰＳＷと情報交換をし、市外の施設についても申し込みを検討していきます。

· 佐々木　栄子様～身体症状の悪化（転移性肝癌など）、ターミナルケアの対象となってきているため、本日長男様と今後の治療方針について面談予定です。

＜生活習慣改善プログラムについて＞

２月で今年度の上記プログラムは終了となっています。プログラムの効果と今後の検討事項について話し合いを持っています。

· 南病棟の患者様に関しては,全体的に運動メニューを改善したことにより、体重・腹囲に明らかに減量・サイズダウンなど目に見えた効果があり、患者様・スタッフ両者にやりがいを感じることができたのではないか。

· 参加患者様は、拒否されることなく、プログラムの習慣化に繋がった。

· 勉強会の効果として、間食の取り方・余暇の過ごし方の意識改善に繋がった。

· 南病棟外でのプログラム開催により、「他の病棟患者様と会う」という刺激が、身なりを整えようとしたりプログラムを楽しみに待つなど、生活の張り・生きがいとなっていた患者様もいた。

· 上記効果を維持していく為には、今後の病棟の取り組みとしてどのようなケアが必要となるか、今後の課題である。

· 糖尿病の他にも、肝機能の低下や認知症状の進行により、身体管理をメインに考慮していく必要のある患者様や勉強会の効果が疑問と思われる患者様もいた。







